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全力魅せた！ ～千葉開府９００年記念体育祭～ 

校   長 

 

 

「強い意志をもって、どんな困難にも立ち向かい、決して心折れることなく、最後まであきら 

 めずに走り切る。その姿をみんなに見てもらいたい。」という思いを込め、体育祭実行委員会が 

このスローガンを決めてくれました。また、写真のスローガンボードを制作してくれた美術部の 

皆さん、ありがとうございました。 

さて、今年２０２６年は千葉市のまちが開かれてから９００ 

年という大きな節目の年です。この歴史的な節目を記念して、 

今年は千葉市のどこの学校の行事にも「千葉開府９００年記念」

という冠をつけてお祝いをしています。その特別な年の体育祭

で、最上級生の３年生を始め、どの学年も全力の姿「千草魂」、

若さ溢れる青春の汗を魅せてくれました。 

 

勝負は熱く真剣に。でも、「お互いを認め、称えること」「一 

生懸命な姿を応援し合い、励まし合い、思いやること」、そし 

て、「頑張った自分をほめること」が大事です。この体育祭の 

成功を自信にして、これからも自分や仲間を大切にし、心も体も逞しく、いろいろなことに進ん 

でチャレンジしてほしいと思います。 

練習の段階から水分補給や当日のお弁当等の準備を含め、暑い中応援に来てくださった保護者 

の皆様、日頃より温かく見守ってくださっている地域の方々、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

☆選手宣誓☆ 紅組・白組：３年生代表生徒 

「宣誓！ 

私たち選手一同は、これまで練習してきた成果を発揮し、仲間が走り切るその 

時まで応援し尽くし、自分の全力を出し切ります。 

勝っても負けても、最後まで正々堂々と戦い、互いに励まし合い、支え合いなが 

ら一人ひとり全力を尽くします。 

どんな瞬間も笑顔を忘れず、最後の１秒まで挑み続けます。力が尽きるまで走り続け、正々堂々と戦い抜くことを

誓います。」 

プログラム表紙絵 生徒作成 



【交通安全指導について】 
普段から交通事故の被害に遭わないために行動できるよう、ご家

庭でも話題にしていただけると幸いです。 

① 道路横断時の意思表示と安全確認（車が止まっていることを

確認、信号が青でも必ず確認） 

② 歩道がない路地を歩いている際も、周囲をよく見ることを意

識して行動する。 

③ 自転車乗車時にはヘルメットを着用する。 

④ 万一事故に遭った際は、けが等がなく軽微な事故であっても、

「大丈夫」で済まさず、必ず警察に届け出る。 

【５/1６ 体育祭】 不撓不屈 ～全力魅せろ～ 
朝から爽やかに晴れ渡った空の下、多くのご来賓・保護者の皆様の温かい声援を受けながら今年度の体育祭が

開催されました。開会式での、実行委員長の「スローガンに込められた思いを大切に、最後まで諦めず、全力で

取り組んでほしい」という話の後、競技がスタートしました。どの競技においても、笑顔を忘れず、全力で、ひ

たむきに取り組んでいた姿が印象的でした。体育祭で得た学年やクラスの団結力を、これからの学校生活や行事に

生かしていきましょう。結果は以下の通りです。 

 

【5/2１ ちぐさ寺子屋（開校式）】 

今年度最初のちぐさ寺子屋を実施し、多くの生徒が参加しました。

今年度も、民生委員さんを中心とする地域ボランティアやたくさん

の方々にご来校いただく予定です。ちぐさ寺子屋では、学力向上は

もとより、各教科を学ぶことの楽しさを味わってほしいと思います。 

【5/26 花植えボランティア活動】  

千葉市では「花いっぱい市民活動」として、市内の公園や歩道、公共施設や民間施設内での花壇活動に花苗の

配付を行っており、本校でも毎年地域の方からお声掛けいただき、公民館の花壇に花苗の植え付けボランティア

を実施しています。花苗の配置を考えながら、地域の方に苗の植え方を教えてもらい、楽しく活動することがで

きました。お立ち寄りの際はぜひご鑑賞ください。次回は11月に実施予定です。 

 
 

   

 

 

☆閉会式 実行委員長の話☆  勝ち負け関係なく全員がやるべき仕事を行い、今年 

            の体育祭が楽しかった、競技だけでなく係の仕事も応援も自分の中で 

全力を出し切ることができた、 と胸を張って言える一生の思い出となる 

ような体育祭にしたいと思い、これまで頑張ってきました。各学年実行 

委員を中心に協力してくれたおかげでよい体育祭になったと思います。 


